
ファッション産業は石油産業に次ぐ世界第二位の環境汚染産業（国連貿易開発会議：UNCTAD）

→ 大量生産・大量消費・大量廃棄からの脱却、資源循環利用への転換が急務

色分別アップサイクル糸の播州織への適用検討
（株式会社colourloop・滋賀県⽴⼤学・神⼾⼤学と共同実施）

繊維工業技術支援センター 東山幸央担当︓

糸の強度的には問題なし（緯糸使用）

毛羽、太さムラの多さは手触り（風合い）の良さにつながる

繊維製品の水平リサイクル実現のためにも、繊維製品to糸へのリサイクルは必須技術

実際の生地サンプルで、手触り（風合い）をご確認ください


